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『
智
恵
鑑
』

の
出
版
と
修
訂

柳
沢

E3 
Eヨ
紀

は
じ
め
に

『
智
恵
鑑
」
は
、
橘
軒
散
人
辻
原
元
甫
作
の
仮
名
草
子
で
あ
る
。
十
巻
十
冊
で
万
治
三
年
（
一
六
六

O）

の
自
践
を
持
つ
こ
の
作
品
は
、
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明
の
鳴
夢
竜
の
『
智
嚢
』
も
し
く
は
そ
の
増
補
版
『
智
嚢
補
』
等
を
典
拠
と
し
、
智
恵
の
鑑
と
す
べ
き
説
話
を
和
解
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
、
諸
先
学
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い

μ。
ま
た
、
本
作
品
の
翻
刻
を
収
め
る
『
近
世
文
学
未
刊
本
叢
書
・
仮
名
草
子
篇
』
（
」
）
の
解
題
で
、

中
村
幸
彦
・
木
村
三
四
吾
両
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
書
は
刊
行
以
来
、
単
に
教
訓
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
興
味
あ
る
読
物
と
し
て
、
弘
く
読
ま
れ
、
西
鶴
近
松
の
旧
く
か
ら
馬
琴
等
に
い

た
る
迄
近
世
文
学
の
趣
向
で
本
書
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
が
多
い
。

両
氏
の
指
摘
ど
お
り
、
本
作
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
、
浮
世
草
子
以
下
の
小
説
類
な
ど
と
の
類
話
影
響
関
係
が
数
多
く
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

(128) 



本
稿
で
は
、
こ
の
『
智
恵
鑑
』
の
出
版
に
際
し
て
、
作
者
で
あ
る
元
甫
自
身
に
よ
り
行
わ
れ
た
本
文
修
訂
の
様
相
を
具
体
的
に
検
討
し
、

(127) 

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
作
者
元
甫
と
版
元
小
嶋
弥
左
衛
門
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

東
大
本
と
架
蔵
甲
本

ま
ず
は
、
図
1
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
、
架
蔵
乙
本
の
巻
末
で
あ
る
。
前
述
の
『
近
世
文
学
未
刊
本
叢
書
・
仮
名
草
子
篇
』

の
翻
刻
は
、
架
蔵
乙
本
と
同
様
の
刊
記
を
持
つ
天
理
本
を
底
本
と
す
る
（炉
、
同
書
解
題
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

初
版
は
室
町
通
鯉
山
町
小
嶋
弥
左
衛
門
梓
行
と
政
の
末
欄
外
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に
陰
刻
し
て
あ
り
。
再
版
は
同
じ
場
所
に
二
条
通
玉
屋
町
上

巻末

村
次
郎
衛
門
刊
行
と
陽
刻
し
て
あ
る
。

『智恵鑑』架蔵乙本

と
こ
ろ
が
、
勝
又
基
氏
は
、
小
嶋
弥
左
衛
門
の
刊
記
を
持
つ
本

に
二
種
類
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
巻
五
目
録
の
第
二
二
章
の

章
題
が
欠
落
し
た
状
態
の
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
本
を
「
小

嶋
早
印
本
」
、
そ
れ
を
入
木
で
補
い
、
さ
ら
に
本
文
の
数
箇
所
を

図 1

改
め
た
玉
川
大
学
本
、
京
都
大
学
頴
原
文
庫
本
等
を
「
小
嶋
修
訂

本
」
と
位
置
づ
け
た
。
さ
ら
に
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
の
一



こ
と
を
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
勝
又
氏
の
明
ら
か
に
し
た
『
智
恵
鑑
』

本
は
無
刊
記
な
が
ら
「
小
嶋
早
印
本
」
た
る
天
理
本
に
先
ん
じ
て
お
り
、
東
大
本
に
百
箇
所
以
上
も
の
修
訂
を
加
え
た
の
が
天
理
本
で
あ
る

l
、
無
刊
記
本
（
東
大
本
）
・
：
巻
五
目
録
一
こ
ま
で

の
初
期
の
諸
本
関
係
は
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

2
、
小
嶋
早
印
本
（
天
理
本
）
：
・
巻
五
目
録
一
一
一
ま
で

3
、
小
嶋
修
訂
本
（
京
大
本
他
）
：
・
巻
五
目
録
二
二
ま
で

4
、
上
村
次
郎
衛
門
求
版
本
：
・
巻
五
目
録
二
二
ま
で

こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
ご
紹
介
し
た
い
の
は
、
架
蔵
甲
本
で
あ
る
。
そ
の
略
解
題
を
、
東
大
本
と
併
せ
て
次
に
示
し
て
お
く
。

巻
一
・
二
・
八
・
九
は
二
丁
ず
つ
、
巻
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
十
は
一
丁
ず
つ
。

ち

主

か

、

み

し

ゃ

う

ち

め

い

ち

さ

っ

ち

た

ん

ち

じ

ゆ

っ

ち

せ

う

ち

ご

ち

「
智
恵
鑑
巻
第
一
（
1
十
）
／
上
智
（
明
智
、
察
智
、
謄
智
、
術
智
、
捷
智
、
語
智
、

も
く
ろ
く

の
み
「
目
録
」
）
。

ち

ゑ

か

〉

み

「
智
恵
鑑
巻
第
一

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
［
E
二
四
／
一
三
九
二
］

十
巻
。
大
本
十
冊
（
鞘
表
紙
に
よ
り
合
三
冊
）
。

表
紙

後
補
標
色
表
紙
。
二
六
・

O
×
一
七
・

O
糎。

題
築

左
肩
後
補
双
辺
題
築
に
「
智
恵
鑑

壱
（
1
十
）
」
と
墨
書
。

序

巻
一
巻
頭
二
丁
。

目
録

目
録
題

内
題

（

1
十）

じ
ゃ
、
っ
ち
の
ぷ
め
い
ち
の
ぶ

／
上
智
部
（
明
智
部
、

さ
っ
ち
の

察
智
部
、

た
ん
ち
の
ぷ

謄
智
部
、

じ
ゆ
っ
ち
の
ぷ

術
智
部
、

へ
い
＃
り

’巳、口ヨ、

E
／失
E

せ
う
ち
の
ぷ

捷
智
部
、

け
い
ち

閏
智
、

雑
智
）

E
1
日

z
v
o
、

一
罰
則
失
E
立
口

へ
い
ち
の
ぶ

兵
智
部
、 目

録
」

（
巻
十

け
い
ち
の
ぷ

閏
智
部
、

-147-(126) 



柱匡
郭

本
文

挿
絵

丁
数

尾
題

政刊
記

印
記

識
語

ざ
っ
ち
の
ぷ

雑
智
部
」
（
巻
二
・
三
・
四
・
七
・
八
は
「
智
恵
鑑
」
に
読
仮
名
な
し
）
。

(125) 

白
口
単
白
魚
尾
、
中
縫
に
「
智
恵
鑑

（1
十
）
」
、
下
象
鼻
に
丁
付
（
巻
七
の
第
三
四
丁
「
舟
四
至
六
」
、
以
下
「
品
川
七
（
i
四

十
五
）
」
）
。

四
周
単
辺
。
二

0
・
七
×
一
四
・
六
五
糎
（
巻
一
本
文
初
丁
表
）
。

毎
半
葉
一

O
行
、
行
二
三
字
内
外
、
句
読
点
・
読
仮
名
付
刻
。
巻
七
の
第
三
四
丁
裏
は
一

O
行
目
下
部
の
料
紙
が
切
り
取
ら
れ
、

こ

め

あ

た

い

げ

ち

き

「
て
か
く
米
の
価
下
直
な
る
は
」
と
刷
ら
れ
た
別
紙
を
裏
か
ら
貼
付
。

あ
り
。

巻一
ais

－
－
五
四
丁
（
含
序
二
丁
）
、
巻
二
｜
四
八
丁
、
巻
三
｜
二
二
丁
、
巻
四
｜
一
五
丁
、
巻
五
｜
一
九
丁
、
巻
六
｜
一
八
丁
、
巻
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七
i
四
一
一
一
丁
、
巻
八
｜
四
四
丁
、
巻
九
｜
一
一
一
一
一
丁
、
巻
十
｜
一
一
一
一
一
丁
（
含
政
二
丁
）
。

「
智
恵
鑑
巻
第
一

（1
十
）
終
」
。

巻
十
巻
末
二
丁
、
末
尾
に
「
高
治
三
年
季
春
十
二
日
／
橘
軒
散
人
書
」
。

九リ
F
1
レ。

「
青
洲
文
庫
」
「
東
京
帝
／
国
大
学
／
図
書
印
」
。

「
雲
樵
堂
蔵
」
「
雲
樵
山
旧
蔵
」
「
雲
樵
堂
記
」
。

柳
沢
蔵
（
甲
本
）

十
巻
（
欠
巻
一
）
。
大
本
九
冊
。



表
紙

濃
標
色
地
紙
に
蓮
華
唐
草
記
つ
な
ぎ
文
様
空
押
。
二
七
・
五
×
一
七
・
七
糎
。

題
築

左
肩
双
辺
題
祭
。
但
し
、
巻
二
・
三
・
八
は
殆
ど
剥
落
、
ほ
か
の
巻
も
斑
に
剥
落
。

序

巻
一
欠
の
た
め
な
し
。

目
録
・
目
録
題
・
内
題
・
匡
郭
・
本
文
・
挿
絵
・
丁
数
・
尾
題

い
ず
れ
も
巻
一
部
分
を
除
き
東
大
本
に
向
。

政

東
大
本
に
向
。

柱

東
大
本
に
同
な
る
も
、
巻
七
の
第
三
四
丁
は
「
品
川
四
」
（
そ
の
下
に
「
至
六
」
と
墨
書
）
。

奥
付

巻
十
後
表
紙
見
返
し
右
下
、
双
辺
枠
中
に
「
室
町
通
鯉
山
町
／
小
嶋
弥
左
衛
門
胡
」
。

並
同
問
一
乱
口

三
z
n
H
＝コ円
H

「
樋
口
美
稚
」
。

架
蔵
甲
本
は
残
念
な
が
ら
巻
一
の
一
冊
を
欠
く
が
、
巻
二
以
降
の
本
文
は
東
大
本
と
完
全
に
一
致
す
る
。
唯
一
異
な
る
の
は
、
巻
七
第
三

四
丁
の
丁
付
部
分
で
あ
る
。
東
大
本
、
架
蔵
甲
本
と
も
、
巻
七
の
丁
付
に
は
飛
び
丁
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
天
理
本
以
下
で
は
入
木
訂
正
さ
れ

る
の
だ
が
、
「
舟
四
至
六
」
の
「
至
六
」
が
、
東
大
本
は
印
刷
も
し
く
は
押
捺
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
架
蔵
甲
本
は
墨
書
な
の
で
あ
る
。
東

大
本
の
そ
れ
が
入
木
な
ら
、
架
蔵
甲
本
が
東
大
本
に
先
行
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
点
は
判
然
と
し
な
い
。

ま
た
、
東
大
本
は
無
刊
記
で
あ
る
が
、
架
蔵
甲
本
に
は
、
図
2
の
ご
と
く
小
嶋
弥
左
衛
門
の
名
が
後
表
紙
見
返
し
に
記
さ
れ
て
い
る
。
図

ー
の
天
理
本
の
小
嶋
刊
記
と
何
故
形
式
が
異
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
ど
う
や
ら
『
智
恵
鑑
」
の
版
木
は
最
初
の
段
階
か
ら
小
嶋
弥
左
衛

門
方
で
彫
刻
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
東
大
本
が
無
刊
記
な
の
は
、
全
冊
後
補
表
紙
故
、
改
装
時
に
も
と
も
と
の
後
表
紙
見
返

し
紙
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
『
智
恵
鑑
』
の
刊
行
書
障
は
小
嶋
弥
左
衛
円
で
あ
り
、
小
嶋
蔵
版
時
に
、
本
文

149-(124) 



内
容
に
も
関
わ
る
大
幅
な
第
一
次
修
訂
と
、
目
録
や
本
文
の
体

(123) 

裁
な
ど
を
整
え
る
小
規
模
な
第
二
次
修
訂
が
加
え
ら
れ
、
そ
の

巻末

後
上
村
次
郎
衛
門
に
求
版
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
東
大
本
や
架
蔵
甲
本
は
、
校
正
刷
を
製
本
し
た
、

『智恵鑑』架蔵甲本

い
わ
ゆ
る
校
正
本
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
仮
名
草
子
や
浮
世

草
子
の
校
正
本
に
つ
い
て
は
、
岡
雅
彦
氏
が
寛
文
二
年
（
一
六

六
二
）
刊
行
の
『
案
内
者
』
赤
木
文
庫
本
を
、
川
元
ひ
と
み
氏

が
『
風
流
今
平
家
』
平
井
隆
太
郎
氏
蔵
本
を
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介

し
て
い
る
。
ま
た
筆
者
も
、
小
説
類
で
は
な
い
が
、
寛
文
十

一

-150-

図 2

年
刊
『
本
朝
書
籍
目
録
』
の
中
京
大
学
図
書
館
蔵
本
が
校
正
本

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
校
正
本
に
は
、

東
大
本
や
架
蔵
甲
本
に
は
朱
に
よ
る
校
正
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
朱
の
施
さ
れ
て
い
な
い
、
修
訂
前
の
本
が
複
数
存
在
す
る
と
い
う

い
ず
れ
も
朱
に
よ
る
校
正
が
施
さ
れ
て
い
る
。
が
、
『
智
恵
鑑
』

こ
と
は
、
第
一
次
修
訂
が
一
度
出
版
さ
れ
た
後
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
証
拠
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
す
る
と
、
『
智
恵
鑑
』
に
お
け
る
、
こ
の
大
幅
な
第
一
次
修
訂
は
、
誰
の
意
向
に
よ
り
施
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な

具
体
的
に
見
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
検
証
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

っ
て
く
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
そ
れ
は
作
者
辻
原
元
甫
の
意
向
と
考
え
て
ほ
ぼ
宜
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
以
下
、
修
訂
の
様
相
を



修
訂
の
種
類

第
一
次
修
訂
に
よ
る
本
文
異
同
は
、
前
述
の
勝
又
氏
稿
に
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略
し
、
そ
の
主
な
も
の
を
、
修
訂
の
種
類

に
よ
り
分
類
し
て
示
し
、
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
修
訂
の
種
類
は
、

A
本
文
内
容
の
追
加
変
更
、

B
内
容
に
関
わ
る
語
の
加
除
変
更
、

C
匂

と
匂
を
接
続
す
る
語
や
助
詞
・
助
動
詞
の
加
除
変
更
、

D
文
の
分
割
、

E
誤
字
脱
字
訂
正
、

F
仮
名
遣
い
の
変
更
、

G
読
点
の
加
除
変
更
、

H
読
仮
名
の
追
加
変
更
、
と
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。
以
下
、

E
、
H
以
外
の
例
を
、
具
体
的
に
見
て
ゆ
く
。

A
本
文
内
容
の
追
加
変
更
は
、
第
一
次
修
訂
に
よ
る
本
文
異
同
の
う
ち
で
、
最
も
重
要
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
勝
又
氏
も
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
既
に
、
異
同
の
意
味
を
検
討
し
て
い
る
。
た
だ
、
本
文
内
容
の
追
加
変
更
は
、
作
者
以
外
の
人
物
、
例
え
ば
版
元
関
係
者
が
行
っ
た

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
そ
こ
で
今
固
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、

A
以
外
の
細
か
い
異
同
で
あ
る
。

，、J

全
体
で
百
箇
所
を
超
え
る
修
訂
の
う
ち
、
二
十
一
箇
所
を
占
め
る
の
が

F
仮
名
遣
い
の
変
更
で
あ
る
。
表
1
に
そ
の
全
て
を
示
し
た
。

表

F
仮
名
遣
い
の
変
更

巻
・
章

丁
・
行

の

四
裏
三

一
の
七

一
三
表
四

の

一
九
表
八

一
の
二
一

三
九
表
二

一
の
二
七

四
七
表
七

O
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
一
致

女
同
語
を
統
一
表
記

東
も大
と本

架
蔵
甲
本

大天
も理
と本
ひ｜

も歴
と史

ゐl寝
名
遣

く
ら
い
て

O
く
ら
ひ
て

く
ら
ひ
て

も
ち
い
給
ふ

。
も
ち
ひ
給
ふ

いも
きち
ど ゐ
ほ｜（
るひ
心）

給
ふ

い
き
ど
を
る
心

O
い
き
ど
ほ
る
心

O
天
下
長
久
の
も
と
ゐ
を

(122) 

大
天
下
長
久
の
も
と
ひ
を

天
下
長
久
の
も
と
ゐ
を



二
の
九

同
右

二
の
二
七

六
の
一
五

七
の
三

七
の
八

七
の
一
三

七
の
一
六

八
の
三

同
右

人
の
九

八
の
二
四

八
の
二
七

八
の
コ
二

九
の
二
二

九
の
二
三

一
六
表
四

一
六
十
長

四
六
裏
六

一
八
表
七

六
表
九

二
一
室
寓
五

二
O
裏
四

二
六
表
七

七
裏

七
裏
六

一
三
裏
七

三
O
裏
三

ヨ
二
裏
七

二
九
裏
六

一
八
表
九

三
O
表
一

O

。。。
えあかふと
い｜いひ｜がみ
つしにひ｜さ
ぶら行なか
れい｜事くえ

て
う
あ
ひ

御う
て ば
うひ
ああ
ひ｜い｜

て

っ
か
い
用
ひ
て

きき
お｜お｜
ひひ
懸tか
て、

り
た
る
も
の

つ
が
い
よ
き
所
に
て

え
ら
み

おす
っ く
とい｜
のの
し加
が 勢
ひ｜

か
い
な
き
人

と
み
さ
か
へ

ふ
が
い
な
く

0 
あか
いい｜
しに
ら行
ひ｜事

O
え
ひ
つ
ぶ
れ

O
て
う
あ
い

O
う
ば
ひ
あ
ひ
て

O
御
て
う
あ
い

O
っ
か
ひ
用
ひ
て

0 0 0 
っきき
がほ｜ほ
ひ｜ひ而ひ
ょ懸1か
きて~ .,. 
所り
に fこ
てる

も
の

。
え
ら
ひ

。。
おす
っく
とひi
のの
し加
が勢

O
か
ひ
な
き
人

と
み
さ
か
え

(121) 

ふ
が
ひ
な
く

か
ひ
に
行
事

あ
い
し
ら
ひ

え
ひ
つ
ぶ
れ

て
う
あ
い

う
ば
ひ
あ
ひ
て

御
て
う
あ
い

ヴ
ム戸、J

っ
か
ひ
用
い
て

きき
ほ｜ほ｜
ひひ
懸fか
て＝、

り
た
る
も
の

つ
が
ひ
よ
き
所
に
て

え
ら
ひ

おす
っく
とひ｜
の の
し加
が勢

か
ひ
な
き
人



こ
れ
ら
は
全
て
一
字
の
み
を
入
木
で
変
更
し
て
い
る
の
だ
が
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
二
十
一
例
の
う
ち
十
六

例
は
誤
り
を
正
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
は
一
致
し
な
く
て
も
、
天
理
本
の
欄
に
星
印
を
付
し
た
二
例
は
、
同

じ
「
も
と
い
」
と
い
う
言
葉
を
「
も
と
ひ
」
と
統
一
表
記
に
変
更
し
て
い
る
。
当
時
は
、
行
阿
撰
『
仮
名
文
字
遣
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
、
流

布
し
て
い
た
か
ら
、
仮
名
遣
い
を
意
識
的
に
正
す
こ
と
が
行
わ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
度
版
木
の
彫
刻
が
終
わ
っ

た
段
階
で
仮
名
遣
い
を
一
々
正
す
よ
う
な
こ
と
を
、
作
者
以
外
の
人
物
が
し
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
う

の
で
あ
る
。

C
句
と
匂
を
接
続
す
る
語
や
助
詞
・
助
動
調
の
加
除
変
更
、

D
文
の
分
割
、
お
よ
び

G
読
点
の
加
除
変
更
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
文
章
内
容
と
は
あ
ま
り
関
係
な
く
、
文
章
推
蔽
の
意
識
か
ら
行
わ
れ
た
修
訂
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
う
ち
ゃ
う
じ
ゅ
ん

C
句
と
句
を
接
続
す
る
語
や
助
調
・
助
動
詞
の
加
除
変
更
の
例
と
し
て
、
巻
八
の
一
七
「
唐
の
張
巡
敵
の
大
将
を
見
し
る
事
」

の
全
文

司、d，、J

を
掲
げ
て
み
よ
う
。

と

う

あ

ん

け

い

し

よ

い

ん

し

き

せ

い

し

ょ

ゃ

う

唐
の
安
慶
緒
が
大
将
ヰ
ア
子
奇
。
十
余
万
の
勢
に
て
。
張
巡
か
持
か
た
め
し
唯
陽
の
城
を
せ
め
け
る
時
。
張
巡
か
た
く
守
り
て
く
だ
ら
す
。

せ

う

ぶ

い

ん

し

き

い

一
日
に
廿
度
は
か
り
の
合
戦
に
勝
負
い
ま
だ
見
え
ざ
り
け
れ
ば
。
い
か
に
も
し
て
大
将
手
子
奇
を
射
お
と
さ
ん
と
思
へ
共
。
見
し
り
た

る
人
な
か
り
し
所
に
。
張
巡
は
か
り
こ
と
を
以
て
。
ひ
そ
か
に
高
の
矢
を
つ
く
り
射
た
る
所
に
。
案
の
こ
と
く
此
矢
に
あ
た
り
た
る
者

し
ん

I
l
l
l
1
1
1
1

不
審
を
た
て
。
矢
だ
ね
つ
き
た
る
ゆ
へ
な
ら
ん
と
思
ひ
。
此
趣
大
将
に
し
ら
せ
ま
い
ら
せ
ん
と
思
ひ
。
〈
↓
と
て
（
天
理
本
）
〉
い
そ
ぎ

ゃ

い

ん

し

き

っ

げ

て

い

彼
よ
も
ぎ
の
矢
を
持
。
は
し
り
行
て
大
将
手
子
奇
に
告
け
る
故
張
巡
そ
の
体
を
見
て
。
扱
は
つ
げ
に
ゆ
き
し
人
こ
そ
大
将
な
ら
ん
と
お

1
1
1
1
1

な

ん

せ

い

う

ん

い

ん

し

き

い

と

を

も
ひ
。
南
霧
雲
と
い
ふ
弓
の
上
手
を
め
し
ね
ら
は
せ
け
る
に
。
あ
や
ま
た
ず
予
子
奇
が
ひ
だ
り
の
ま
な
こ
を
射
通
し
け
れ
ば
。
其
ま
〉

(120) 



惣
く
つ
れ
に
敗
軍
し
け
る
と
ぞ

（
東
大
本
・
架
蔵
甲
本
）

(119) 

傍
線
を
付
し
た
ご
と
く
、
東
大
本
・
架
蔵
甲
本
で
は
一
文
中
に
「
と
思
ひ
」
と
い
う
表
現
が
三
回
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
繰
り
返
し
を
嫌

っ
て
一
箇
所
を
「
と
て
」
に
変
更
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

か

ん

か

う

そ

か

ん

し

ん

せ

い

わ

う

ほ

う

D
文
の
分
割
の
例
と
し
て
、
巻
二
の
二
「
漢
の
高
祖
韓
信
を
斉
王
に
封
ぜ
ら
る
冶
事
」
の
前
半
部
を
示
す
。

次
に
、

か

ん

し

ん

せ

い

か

ん

か

う

そ

せ

い

せ

い

ふ

う

ぞ

く

韓
信
斉
の
国
を
打
ほ
ろ
ほ
し
使
者
を
た
て
よ
俣
の
高
祖
に
申
上
け
る
は
。
斉
の
国
を
手
に
い
れ
て
は
侍
れ
共
。
斉
の
民
の
風
俗
手
の
う

い
つ
は
り
の
み
お
ほ
け
れ
は
。
そ
れ
か
し
を
し
ば
し
が
う
ち
か
り
の
王
と
な
し
給
は
ピ
国
も
し
つ
ま
り
思
ひ

か

、

っ

そ

か

、

っ

、

つ

つ
き
侍
ら
ん
か
と
申
上
け
る
所
に
。
高
祖
そ
の
状
を
ひ
ら
き
見
給
ひ
で
お
ほ
き
に
い
か
り
。
の
り
給
ひ
け
る
は
。
只
今
わ
れ
項
羽
に
か

な

ん

き

せ

い

と

う

り

う

こ
ま
れ
難
儀
し
ご
く
に
お
よ
へ
る
所
に
。
い
そ
き
取
て
返
し
わ
が
た
す
け
共
な
ら
ん
と
は
思
は
す
し
て
。
か
へ
っ
て
斉
の
国
に
逗
留
し

わ

う

が

う

斗

什

川

引

l
l
I
l
l
l
1
1
1
1
1
1

ふ

く

り

う

ち

ゃ

う

り

ゃ

う

ち

ん

へ

い

て
王
号
な
ど
を
の
ぞ
む
事
沙
汰
の
か
ぎ
り
と
腹
立
し
給
ひ
け
る
時
〈
↓
腹
立
し
給
へ
り
其
時
（
天
理
本
）
〉
。
張
良
陳
平
ひ
そ
か
に

か

う

そ

み

‘

か

ん

し

ん

ち

ぼ

う

ゅ

う

り

よ

く

り

ゃ

う

し

ゃ

う

せ

い

高
祖
の
御
足
を
ふ
み
気
を
つ
け
て
。
御
耳
の
そ
ば
へ
よ
り
さ
、
や
き
け
る
は
。
韓
信
は
智
謀
勇
力
す
ぐ
れ
た
る
良
将
に
て
。
斉
の
大

こ

う

ば

く

た

い

わ

、

つ

が

う

せ

い

国
を
た
や
す
く
打
ほ
ろ
ぼ
し
。
そ
の
功
。
莫
太
な
る
所
に
。
只
今
か
り
の
王
号
を
の
ぞ
み
。
国
を
し
づ
め
ん
と
申
す
を
制
し
給
は
γ
。

う

ら

み

へ

ん

し

ょ

せ

ん

か

う

そ

恨
を
ふ
く
み
変
を
な
さ
ん
も
は
か
り
が
た
し
所
詮
た
冶
の
ぞ
み
を
か
な
へ
給
は
ん
に
は
し
か
し
と
申
上
け
れ
は
。
高
祖
も
と
よ
り
名

が

っ

て

ん

こ

と

ば

将
の
御
事
な
り
け
れ
ば
。
い
ひ
出
す
と
其
ま
〉
合
点
し
給
ひ
て
。
は
じ
め
い
か
り
の
り
給
ふ
御
詞
を
そ
だ
て
二
又
い
か
り
の
り
て

く

ん

こ

う

わ

う

仰
け
る
は
。
大
将
た
る
も
の
、
勲
功
を
つ
く
し
。
大
国
を
せ
め
し
た
が
へ
た
ら
ん
に
は
。
ま
こ
と
の
王
に
な
ら
ん
と
こ
そ
の
ぞ
む
へ
き

ゎ
、
つ
が
、
つ

に
。
か
り
の
王
号
を
の
ぞ
む
は
小
気
な
ら
ず
や
と
ぞ
い
ひ
な
を
し
給
ひ
け
る
。

ら
を
返
す
こ
と
く
に
て
。

A
－・戸、J

（
東
大
本
・
架
蔵
甲
本
）



こ
れ
は
、
韓
信
が
斉
の
国
を
滅
ぼ
し
た
後
、
自
分
を
仮
の
王
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
書
状
を
遣
わ
し
た
と
こ
ろ
、
漢
の
高
祖
が
腹
を
立
て

た
。
そ
れ
を
張
良
と
陳
平
が
諌
め
た
結
果
、
高
祖
は
、
大
将
た
る
者
は
誠
の
王
を
望
む
べ
き
だ
と
述
べ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
東
大

本
・
架
蔵
本
で
は
こ
の
内
容
が
全
て
一
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
長
す
ぎ
て
読
み
づ
ら
い
と
い
う
判
断
に
基
づ
き
、
改
訂

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ご

を

と

も

次
に
、

G
読
点
の
加
除
変
更
の
例
と
し
て
、
巻
五
の
八
「
旦
ハ
王
妻
の
弟
を
う
つ
事
」
の
冒
頭
部
分
を
引
こ
う
。

ご

わ

う

ゃ

う

か

う

み

つ

を

と

、

し

ゆ

え

ん

じ

ゅ

ぐ

ん

こ

う

呉
王
楊
行
密
の
北
の
方
の
弟
朱
延
寿
。
軍
功
に
ほ
こ
り
。

む
ほ
ん

お
ご
り
ほ
し
ゐ
ま
、
な
る
ふ
る
ま
ひ
を
し
。
謀
反
を
た
く
み
け
れ
は
。

（
東
大
本
・
架
蔵
甲
本
）

戸、J戸、J

ご

わ

う

ゃ

う

か

う

み

つ

を

と

、

し

ゆ

え

ん

じ

ゅ

く

ん

こ

う

ほ

し

い

ま

、

む

ほ

ん

呉
王
楊
行
密
の
北
の
方
の
弟
。
朱
延
寿
軍
功
に
ほ
こ
り
お
ご
り
。
恐
な
る
振
舞
を
し
。
謀
反
を
た
く
み
け
れ
は
。

（
天
理
本
）

こ
の
箇
所
は
、
巻
五
の
七
の
話
末
の
内
容
を
増
補
す
る
た
め
に
改
版
さ
れ
た
丁
で
、
入
木
修
訂
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
修
訂
後
の

本
文
は
修
訂
前
よ
り
、
文
意
の
切
れ
目
が
定
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
類
の
修
訂
は
、
そ
の
殆
ど
が
、
元
の
ま
ま
で
も
本
文
内
容
は
伝
わ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
文
章
推
蔽
の
意
識
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
作
者
が
、
読
み
や
す
く
、
よ
り
良
い
本
文
を
読
者
に
提
供
し
よ
う
と
心
が
け
た
結
果
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
東
大
本
・
架

蔵
甲
本
か
ら
天
理
本
へ
の
第
一
次
修
訂
は
、
作
者
辻
原
元
甫
の
意
向
を
汲
ん
で
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(118) 



本
文
内
容
に
関
わ
る
修
訂

(117) 

さ
て
、
第
一
次
修
訂
の
う
ち
、
重
要
な
の
は
や
は
り
A
本
文
内
容
の
追
加
変
更
と

B
内
容
に
関
わ
る
語
の
加
除
変
更
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、

一
つ
一
つ
詳
細
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
、
今
回
は
修
訂
内
容
の
傾
向
を
大
ま
か
に
示
す
に
止
め
た
い
。

ま
ず
A
本
文
内
容
の
追
加
変
更
で
あ
る
が
、
該
当
す
る
章
は
五
章
で
あ
る
。
勝
又
氏
は
、
こ
れ
ら
を
三
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
〈
一
〉
類
話
の
増
補
、
〈
二
〉
評
語
の
増
補
、
会
一
〉
評
語
の
変
更
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
〈
一
〉
類
話
の
増
補
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
巻

五
の
七
と
巻
六
の
五
で
あ
る
。

ゑ
つ
わ
、
つ
こ
う
せ
ん

巻
五
の
七
「
越
王
勾
践
酒
を
川
へ
な
か
し
給
ふ
事
」み

ほ

く

せ

い

そ

さ
れ
ば
人
の
心
を
一
閃
し
て
お
も
ひ
っ
く
を
一
味
と
い
ふ
事
も
こ
れ
よ
り
お
こ
り
侍
る
也
。
穆
生
が
あ
ま
酒
を
ま
ふ
け
ざ
り
し
よ
り
楚

く

は

げ

ん

ぎ

よ

て

い

く

は

げ

ん

た

ぐ

い

の
国
を
さ
り
。
華
元
が
御
ひ
つ
じ
の
あ
っ
物
お
よ
ば
さ
る
を
う
ら
み
て
鄭
の
い
く
さ
に
か
け
い
り
。
華
元
を
い
け
ど
ら
せ
し
類
大
将

6
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た
る
人
の
わ
き
ま
へ
心
が
く
へ
き
事
に
あ
ら
ず
や
人
の
お
も
ひ
っ
く
も
。
又
は
う
ら
み
を
ふ
く
む
事
も
。

ち

う

き

ん

あ

た

り

て

。

或

は

忠

勤

を

ぬ

き

ん

で

。

或

は

仇

か

た

き

と

も

な

る

事

也

（

東

大

本

・

架

蔵

甲

本

）

ほ

く

せ

い

そ

さ

り

し

こ

う

か

め

い

き

と

ほ

り

：
・
是
よ
り
お
こ
り
侍
る
也
。
穆
生
が
あ
ま
酒
を
ま
ふ
け
さ
り
し
よ
り
。
楚
の
国
を
去
。
子
公
か
亀
の
あ
っ
物
あ
づ
か
ら
ざ
り
し
を
憤

て

い

れ

い

こ

う

こ

ろ

ょ

う

し

ん

ひ

つ

じ

い

く

さ

く

は

け

ん

た

ぐ

い

て
。
鄭
の
霊
公
を
試
し
奉
り
。
羊
掛
か
羊
の
あ
っ
物
及
ば
さ
る
を
恨
て
。
鄭
の
軍
に
懸
入
華
元
を
い
け
ど
ら
せ
し
類
。
大
将
た
る
人
の

い

き

温

か

ち

う

き

ん

ぬ

き

ん

弁
へ
心
が
く
へ
き
事
に
あ
ら
ず
や
。
人
の
思
ひ
っ
く
も
。
又
は
恨
を
ふ
く
む
事
も
柳
な
る
事
よ
り
お
こ
り
て
。
或
は
忠
勤
を
抽
で
。

あ

た

も

う

し

ご

か

ん

こ

う

あ

や

ま

或
は
仇
か
た
き
と
も
な
る
事
也
。
愛
を
以
て
毛
詩
の
語
に
も
民
の
徳
を
失
ふ
乾
候
以
て
怒
っ
と
あ
る
を
や

い
さ
冶
か
な
る
事
よ
り
お
こ

（
天
理
本
）



し
ん
そ
う
で
ん
と
う
あ
ん

巻
六
の
五
「
晋
の
宗
典
東
安
王
を
打
奉
る
事
」

し

ん

け

ん

で

い

を

ぢ

と

う

ふ

の

ん

せ

い

と

え

い

晋
の
元
帝
の
叔
父
東
安
王
。
成
都
王
頴
と
合
戦
し
て
。

そ
、
っ
て
ん

め
自
由
に
通
さ
γ
り
け
る
に
。
あ
と
よ
り
宗
典
と
い
ふ
臣
下
お
い
っ
き
。
此
よ
し
を
見
奉
り
。
そ
の
ま
、
馬
の
む
ち
を
以
で
し
た
、
か

と

う

あ

ん

ら

ん

せ

い

お

ち

う

と

な

ん

ち

ら

に
東
安
王
を
打
奉
り
て
申
け
る
は
。
今
程
乱
世
の
醐
に
て
。
方
々
の
関
所
。
貴
人
の
落
人
御
せ
ん
さ
く
の
折
か
ら
。
汝
等
が
こ
と
き
い

つ
ゐ
に
打
ま
け
。

か

ゃ

う

ふ

な

ば

河
陽
と
い
ふ
所
へ
お
ち
ら
れ
け
る
時
。
舟
場
の
奉
行
お
し
と

や
し
き
も
の
迄
も
う
ろ
た
へ
ま
は
り
。
御
隙
を
と
ら
せ
ま
い
ら
す
る
欺
。
さ
て
も
人
が
ま
し
ゃ
と
て
。
か
ら
／
＼
と
打
笑
ひ
け
れ
ば
奉

き

ん

は

い

ぐ

ん

ど

ん

え

い

し

や

も

ん

き

ん

行
の
人
。
ま
こ
と
の
下
部
ぞ
と
心
得
。
そ
の
ま
、
ゆ
る
し
て
通
し
け
り
。
又
王
威
か
敗
軍
せ
し
時
。
曇
永
と
い
ふ
沙
門
。
王
廠
が
子

い
る
い

の
い
ま
だ
十
二
三
ば
か
り
な
る
を
た
す
け
か
く
さ
ん
と
て
。
衣
類
な
ど
か
づ
か
せ
。
と
も
に
つ
れ
お
ち
け
る
に
。
こ
れ
も
関
々
に
て
と

ど

ん

昆

い

ち

ゃ

う

ち

ゃ

く

か
む
る
人
有
し
に
。
曇
永
か
の
子
に
む
か
ひ
。
な
ど
は
や
く
は
あ
り
か
ぬ
ぞ
と
て
。
さ
ん

ρ＼
に
打
郷
し
け
れ
ば
。
こ
れ
も
ま
こ
と
の

ベ

ん

け

い

よ

し

つ

ね

い

ゐ

き

じ

ゃ

う

下
人
ぞ
と
心
得
。
と
が
め
ず
し
て
な
ん
な
く
と
を
り
す
ま
し
け
り
。
か
の
弁
慶
が
あ
た
か
に
て
義
経
を
う
ち
奉
り
し
も
異
域
同
情
の

せ

う

ち

捷

智

な

ら

す

や

（

東

大

本

・

架

蔵

甲

本

）

ま

け

か

ゃ

う

そ

う

で

ん

を

い

・
：
つ
ゐ
に
打
負
河
陽
と
云
所
へ
落
ら
れ
け
る
時
。
舟
場
の
奉
行
お
し
と
め
自
由
に
通
さ
ず
り
け
る
に
。
跡
よ
り
宗
典
と
云
臣
下
追
付
。

と

う

あ

ん

ら

ん

せ

い

此
由
を
見
奉
り
。
其
ま
〉
馬
の
鞭
を
以
で
し
た
、
か
に
東
安
王
を
打
奉
り
て
申
け
る
は
。
今
程
乱
世
の
棚
に
て
方
々
の
関
所
貴
人
の
落

せ
ん
さ
く

人
御
穿
撃
の
折
か
ら
。
汝
等
こ
と
き
い
や
し
き
者
迄
も
う
ろ
た
へ
ま
は
り
御
隙
を
と
ら
せ
ま
い
ら
す
る
欺
さ
て
も
人
か
ま
し
ゃ
と
て
か

し

も

ベ

わ

う

き

ん

と

ん

え

い

ら
／
＼
と
打
笑
ひ
け
れ
は
奉
行
の
人
誠
の
下
部
ぞ
と
心
得
其
ま
、
ゆ
る
し
て
通
し
け
り
。
又
王
威
か
敗
軍
せ
し
時
曇
永
と
云
沙
門
王
廠

し

る

し

が
子
の
い
ま
だ
十
二
三
斗
な
る
を
た
す
け
か
く
さ
ん
と
て
衣
類
な
ど
か
づ
か
せ
。
供
に
つ
れ
落
け
る
に
。
是
も
関
々
に
て
と
が
む
る
人

と

ん

え

い

ち

ゃ

う

ち

ゃ

く

有
し
に
。
曇
永
か
の
子
に
向
ひ
。
な
ど
は
や
く
は
あ
り
か
ぬ
ぞ
と
て
散
々
に
打
榔
し
け
れ
ば
。
是
も
誠
の
下
人
そ
と
心
得
と
が
め
ず

勺
I岡、J(116) 



な

ん

う

ぶ

ん

た

い

ら

く

ば

と

と

く

り

ぼ

く

し
て
難
な
く
通
り
す
ま
し
け
り
。
其
外
字
文
泰
の
敗
軍
せ
ら
れ
け
る
時
。
落
馬
し
て
口
ハ
一
人
お
ら
れ
け
る
を
。
都
督
李
穆
か
見
付
参
ら

せ

な

か

せ

う

ち

せ
て
其
ま
、
杖
に
て
背
を
打
参
ら
せ
け
る
も
是
に
同
し
か
の
弁
慶
が
あ
た
か
に
て
義
経
を
打
奉
り
し
も
異
域
同
情
の
捷
智
な
ら
す
や

(115) 

（
天
理
本
）

い
ず
れ
も
傍
線
部
が
増
補
部
分
に
な
る
。
こ
の
二
章
の
例
は
い
ず
れ
も
一
丁
分
の
改
版
に
よ
る
修
訂
で
あ
る
が
、
勝
又
氏
は
、
こ
れ
に
つ

い
て
「
こ
う
し
た
増
補
箇
所
が
、
版
木
を
改
め
て
ま
で
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
必
然
性
を
今
ひ
と
つ
明
か
に
し
え
な
い
が
、
故
事
の
重

要
性
・
信
頼
性
は
、
現
在
の
我
々
の
感
覚
よ
り
遥
か
に
重
か
っ
た
事
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
」
と
評
し
て
い
る
。
同
類
の
故
事
を

増
補
す
る
と
い
う
の
は
、
古
典
の
注
釈
書
類
な
ど
で
博
引
穿
証
が
も
て
は
や
さ
れ
た
当
時
の
風
潮
を
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
、
巻
六
の
五
の

例
は
、
典
拠
の
『
智
嚢
』
も
し
く
は
『
智
嚢
補
」
に
あ
り
な
が
ら
削
っ
て
い
た
字
文
泰
の
話
を
、
復
活
挿
入
し
た
に
過
ぎ
及
川
o

か

ん

へ

い

き

つ

う

し

あ

へ

〈
二
〉
評
語
の
増
補
の
例
は
省
略
し
て
、
〈
三
〉
評
語
の
変
更
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
該
当
す
る
の
は
、
巻
二
の
六
可
決
の
丙
吉
牛
の
端

ぐ
を
問
る
、
事
」
で
あ
る
。

oo 
z
J
 

く

は

ん

れ

う

や

く

こ

く

ら

う

か

ん

ぢ

ゃ

う

だ

い

ど

こ

ろ

よ

こ

め

ま
こ
と
に
百
官
百
僚
そ
れ
／
＼
の
つ
か
さ
と
れ
る
役
々
あ
る
物
な
る
に
国
老
と
も
そ
な
は
り
た
ら
ん
人
の
勘
定
奉
行
台
所
横
目
な
ど

み

そ

し

ほ

ぎ

ん

み

の
役
を
心
が
け
て
そ
ろ
ば
ん
の
せ
ん
さ
く
味
曽
塩
の
吟
味
迄
せ
ら
れ
ん
は
た
つ
と
き
位
に
は
そ
な
は
り
な
か
ら
。

そ
の
た
つ
と
き
所
を

し
ら
れ
さ
る
お
ろ
か
な
る
心
な
る
故
。
み
づ
か
ら
は
君
の
御
た
め
と
思
は
る
べ
け
れ
共
か
へ
り
て
不
忠
と
な
り
ゆ
き
侍
る
べ
し
〈
↓

み

そ

し

ほ

ぎ

ん

み

せ

ん

よ

う

し

う

れ

ん

ざ

い

ほ

う

味
曽
塩
の
吟
味
を
詮
要
と
せ
ら
る
へ
き
事
に
あ
ら
す
。
よ
し
緊
欽
の
利
勘
を
専
と
し
て
財
宝
あ
つ
ま
る
と
い
ふ
と
も
財
あ
つ
ま
れ
は
民

さ

ん

だ

う

さ

せ

、

っ

し

ゃ

う

散
ず
る
道
理
な
れ
は
か
へ
り
て
不
忠
と
な
り
ゆ
き
侍
る
べ
し
（
天
理
本
）
〉
さ
れ
は
漢
の
文
帝
の
御
時
。
左
丞
相
陳
平
に
一
年
中
の
金



ち

ぞ

く

だ

い

し

銀
米
銭
の
出
入
を
尋
ね
給
ふ
に
。
さ
や
う
の
事
は
治
粟
内
史
の
官
の
も
の
に
と
は
せ
給
ふ
べ
し
。
家
老
た
る
も
の
、
知
事
に
は
侍
ら
ず

ち

ん

へ

い

き

い

し

ゃ

う

き

り

ゃ

う

と
陳
平
が
答
へ
奉
り
け
る
は
。
誠
の
宰
相
の
器
量
と
申
つ
べ
し

（
東
大
本
・
架
蔵
甲
本
）

傍
線
部
が
〈

〉
内
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
勝
又
氏
は
、
「
な
ぜ
か
よ
う
な
改
編
に
及
ん
だ
か
は
即
断
し
が
た
い
」
と
す
る
。

修
訂
後
の
本
文
に
は
、
家
老
が
「
味
曽
塩
の
吟
味
迄
」
す
る
と
何
故
「
不
忠
と
な
り
ゆ
」
く
の
か
、
そ
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
が
、
修
訂
前
の
本
文
で
も
、
文
意
が
通
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

A
本
文
内
容
の
追
加
変
更
は
、

い
ず
れ
も
不
可
欠
と

は
言
い
難
い
改
訂
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。

ぎ

で

ん

し

は

う

ら

う

ば

か

ふ

次
に

B
内
容
に
関
わ
る
語
の
加
除
変
更
で
あ
る
が
、
巻
二
の
五
「
貌
の
田
子
方
捨
ら
れ
た
る
老
馬
を
飼
事
」
の
全
文
を
掲
げ
て
み
た
い
。

ぎ

で

ん

し

ほ

う

貌
の
田
子
方
野
中
を
と
を
ら
れ
け
る
時
。
老
た
る
馬
を
す
て
置
た
る
を
見
て
。
此
馬
は
何
方
よ
り
来
れ
る
馬
ぞ
と
尋
ね
さ
せ
ら
れ
け
る

で
ん
し
ほ
う

に
。
こ
れ
は
さ
る
大
名
の
御
馬
な
る
か
老
つ
か
れ
て
用
に
た
、
ざ
る
ゆ
へ
か
く
す
て
ら
れ
し
也
と
申
け
れ
ば
。
因
子
方
き
、
て
申
さ
れ

じ
ん
し
ゃ

け
る
は
。
此
馬
わ
か
き
時
は
。
毎
日
追
っ
か
は
れ
て
力
を
つ
く
し
。
只
今
追
が
ら
し
と
な
り
老
た
れ
ば
と
て
す
て
ら
る
、
事
は
仁
者
の

ろ
、
つ
に
ん

す
べ
き
事
に
あ
ら
ず
あ
は
れ
む
べ
き
事
な
り
と
て
。
や
が
て
ひ
か
せ
帰
り
て
飼
お
か
れ
け
る
に
。
此
事
を
諸
国
の
牢
人
〈
↓
天
下
の
諸

で
ん
し
ほ
う

侍
（
天
理
本
）
〉
聞
及
び
田
子
方
が
心
ざ
し
を
か
ん
じ
い
づ
れ
も
奉
公
せ
ん
事
を
願
ひ
け
る
と
ぞ
是
を
以
て
思
ひ
め
ぐ
ら
す
に
惣
じ
て

く

ろ

う

し

そ

ん

き

う

こ

う

人
の
奉
公
し
苦
労
を
す
る
も
。
あ
る
ひ
は
や
み
煩
ひ
。
又
は
老
後
。
又
は
子
孫
の
た
め
な
ど
を
思
ひ
て
旧
功
を
な
し
侍
る
物
な
る
に
用

む
や
く

に
た
つ
時
ば
か
り
せ
り
つ
か
ひ
給
ひ
て
。
今
は
用
に
た
＼
ず
無
益
な
る
も
の
な
り
な
ど
い
ひ
て
見
す
て
給
は
ん
は
た
の
も
し
か
ら
ぬ
事

し
ゅ
く
ん
き
り
ゃ
う

な
れ
は
主
君
の
器
量
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し

（
東
大
本
・
架
蔵
甲
本
）

Q
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こ
こ
で
は
「
諸
国
の
牢
人
」
が
「
天
下
の
諸
侍
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
中
国
の
貌
の
話
に
「
諸
国
の
牢
人
」
は
相
応
し
く
な
い
と
の
判

断
に
よ
る
修
訂
で
あ
ろ
う
が
、
ど
う
し
て
も
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
暇
瑳
と
は
思
わ
れ
な
い
。

B
内
容
に
関
わ
る
語
の
加
除
変
更
に
は
、

明
ら
か
な
誤
り
の
訂
正
も
一
部
認
め
ら
れ
る
が
、
多
く
は
こ
う
し
た
表
現
レ
ベ
ル
の
修
正
に
止
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
第
一
次
修
訂
の
内
容
を
分
析
し
て
み
る
と
、
全
体
に
致
命
的
な
欠
陥
の
訂
正
と
い
う
よ
う
な
性
格
は
認
め
ら
れ
な
い
。
表
現
の

推
敵
な
ど
が
主
で
あ
り
、

一
部
故
事
や
評
語
の
増
補
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
自
著
の
完
成
度

に
対
す
る
作
者
の
凄
ま
じ
い
執
念
の
発
露
と
で
も
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

四

版
元
小
嶋
弥
左
衛
門
と
元
甫

で
は
、
全
巻
の
版
木
が
彫
り
上
が
っ
た
段
階
で
の
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
修
訂
は
、
な
ぜ
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ほ
ぼ
同
時
代
の
仮
名
草
子
に
お
け
る
修
訂
と
い
え
ば
、
万
治
四
年
（
寛
文
元
年
、

郎
花
物
語
』
の
例
が
知
ら
れ
て
い

μ。
刊
本
『
女
郎
花
物
語
』
の
作
者
は
、
書
籍
目
録
類
の
記
載
か
ら
北
村
季
吟
と
さ
れ
て
い
る
。
季
吟
作

一
六
六
一
）
に
中
野
小
左
衛
門
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
女

と
い
う
と
、
仮
名
草
子
で
は
な
い
が
、
寛
文
元
年
中
野
小
左
衛
門
刊
行
の
『
土
左
日
記
抄
』
や
万
治
三
年
の
序
を
持
つ
『
新
続
犬
筑
波
集
』

に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
修
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

μo

し
か
し
な
が
ら
、
よ
り
興
味
深
い
の
は
、
『
季
吟
日
記
』
寛
文
元
年
十
月
十
一
日
条
の
記
事
で
あ
る
。

十
一
日

よ
る
由
敬
慈
仙
来
て
閑
話
、
夜
更
ぬ
。
由
敬
云
、
此
比
於
江
戸
卜
祐
土
左
日
記
の
抄
作
り
て
春
斎
に
序
か
〉
せ
た
り
し
。
板
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行
せ
ん
と
て
見
せ
た
り
し
に
、
所
々
も
れ
た
る
事
お
ほ
し
。
就
中
山
崎
の
相
磨
寺
の
事
不
知
よ
し
な
り
け
れ
は
、
さ
つ
い
こ
ろ
予
か

う
み
ま
つ
を
み
せ
た
り
し
に
、
其
な
か
に
あ
り
し
事
を
お
ほ
え
て
い
ひ
や
り
つ
。
其
外
あ
ま
た
所
、
其
う
み
ま
つ
の
中
よ
り
い
ひ
や

り
に
け
り
と
云
々
。
卜
祐
は
儒
な
り
。

い
か
て
か
寄
書
を
し
ら
ん
。
道
春
か
博
学
な
り
し
も
、
野
槌
に
寄
書
の
事
は
お
ほ
く
あ
や
ま

り
に
け
り
。
ま
し
て
其
以
下
を
や
。
海
松
の
中
よ
り
書
出
て
、
し
た
り
か
ほ
に
板
行
し
つ
ら
ん
所
々
を
み
る
た
ひ
に
こ
そ
か
た
は
ら

い
た
か
ら
め
と
、

い
と
お
か
し
か
り
き
。
子
孫
に
っ
た
へ
て
惣

J
K秘
す
へ
き
事
を
、
心
得
ぬ
人
に
み
す
へ
か
ら
す
。
由
敬
は
野
子

休
太
郎
物
よ
み
の
師
也
。
何
の
か
く
す
へ
き
事
か
は
と
お
も
へ
は
、
う
み
ま
つ
に
か
き
ら
す
源
語
秘
訣
を
も
見
せ
に
け
り
。
か
く
人

に
か
た
り
て
か
ろ
／
＼
し
く
せ
ら
れ
ん
事
と
は
、

ゆ
め
お
も
ひ
き
こ
え
さ
り
け
れ
と
も
、
卜
祐
は
又
か
の
人
の
師
也
け
れ
は
、
其
師

の
あ
や
ま
り
あ
ら
ん
事
を
板
行
せ
ん
折
に
あ
は
せ
て
は
、
予
か
信
を
う
し
な
は
れ
ん
も
又
こ
と
は
り
な
き
に
し
あ
ら
す
。
さ
れ
は
由

-161-

敬
に
う
ら
む
る
こ
と
は
り
は
予
に
あ
ら
て
、
た
、
予
か
か
ろ
／
＼
し
く
此
人
に
ゆ
る
し
た
り
し
あ
や
ま
り
を
千
悔
す
る
も
の
也
。
必

家
に
秘
す
へ
き
事
は
み
た
り
に
人
に
見
せ
、
語
る
へ
か
ら
す
。
其
本
や
は
鯉
山
之
町
小
嶋
弥
左
衛
門
な
り
。
巳
に
板
行
し
て
の
ち
、

う
み
ま
つ
の
所
々
を
も
て
あ
や
ま
ち
を
た
、
す
事
に
よ
り
て
、
七
八
十
日
延
引
せ
り
。
こ
れ
板
を
ほ
り
か
へ
た
る
ゆ
へ
に
と
也
。

こ
の
記
事
は
、
季
吟
の
『
う
み
ま
つ
』
と
い
う
『
土
左
日
記
』
の
注
釈
書
の
説
を
人
見
卜
幽
が
剰
窃
し
た
こ
と
に
憤
慨
す
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
末
尾
の
傍
線
部
に
よ
れ
ば
、
卜
幽
の
『
土
左
日
記
』
注
釈
書
刊
行
に
関
わ
っ
た
本
屋
は
小
嶋
弥
左
衛
門
で
、
開
版
後
の
本
文

訂
正
に
七
、
八
十
日
間
の
時
間
的
猶
予
を
与
え
、
し
か
も
「
板
を
ほ
り
か
へ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
人
見
卜
幽
と
は
水
戸
藩
に
仕
え
た
漢
学
者
で
、
『
土
佐
日
記
附
註
』
と
い
う
注
釈
書
を
刊
行
し
て
お
り
、
そ
れ
に
は
「
寛
文
元

(112) 

年
八
月
吉
日
」
の
刊
記
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
同
書
に
版
元
名
の
記
載
は
な
く
、
本
文
修
訂
が
存
在
す
る
と
い
う
報
告
も
な
さ
れ
て
い
な



い
。
ま
た
、
卜
幽
が
季
吟
説
を
本
当
に
剰
窃
し
た
の
か
ど
う
か
も
、
定
か
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
『
季
吟
日
記
』
の
記
事
を

、‘，ノ咽・i
t
E
A
 

咽
E
A

J

’E‘、

信
用
す
る
な
ら
ば
、
版
元
は
小
嶋
弥
左
衛
円
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
小
嶋
は
、
刊
行
後
の
作
者
に
よ
る
本
文
修
訂
に
比
較
的
寛
容

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
辻
原
元
甫
は
、
『
智
恵
鑑
』
刊
行
の
翌
年
、
卜
幽
の
『
土
佐
日
記
附
註
」
が
刊
行
さ
れ
た

寛
文
元
年
に
、
徳
川
四
代
将
軍
家
綱
の
侍
医
を
つ
と
め
た
人
見
元
徳
の
推
挙
に
よ
り
、
伊
勢
亀
山
藩
に
出
仕
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

元
徳
は
卜
幽
の
弟
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
辻
原
元
甫
と
版
元
小
嶋
弥
左
衛
門
と
の
関
係
を
押
さ
え
る
べ
く
、
元
甫
の
事
蹟
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
元
甫
の
事
蹟
に
つ
い
て

は
、
渡
辺
憲
司
氏
の
「
辻
原
元
甫
略
譜
」
に
詳
し
い
。
元
甫
は
伊
勢
桑
名
藩
主
松
平
定
綱
に
藩
儒
と
し
て
近
侍
す
る
も
、
慶
安
四
年
（
一
六

五
一
）

の
定
綱
没
後
は
藩
を
離
れ
、
十
年
後
の
寛
文
元
年
に
四
十
歳
で
伊
勢
亀
山
藩
主
石
川
憲
之
に
仕
え
て
い
る
。
仮
名
草
子
の
著
作
を
も
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の
し
た
の
は
、
こ
の
禄
を
離
れ
て
い
た
十
年
間
で
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
『
女
四
書
』
、
明
暦
四
年
（
万
治
元
年
）
に
『
見
ぬ
世
の

友
』
、
翌
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
『
倭
小
学
』
、
そ
し
て
亀
山
藩
出
仕
の
前
年
の
万
治
三
年
に
『
智
恵
鑑
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
『
女
四
書
』
の
早
印
本
に
は
、
小
嶋
弥
左
衛
門
の
名
が
江
戸
の
中
野
左
太
郎
、
中
野
仁
兵
衛
の
名
と
ど
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
刊
記
に
は
、
三
書
臨
時
部
分
の
匡
郭
下
辺
に
入
木
を
一
不
す
切
れ
目
が
あ
る
が
、
初
印
と
思
わ
れ
る
架
蔵
本
に
も
切
れ
目
が
あ
り
、
刊
行
当

初
よ
り
入
木
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
（

μo
ま
た
、
元
甫
は
『
徒
然
草
』
明
暦
四
年
政
刊
本
の
政
文
を
記
し
て
い
る
。
図
3
に
中
京
大
学
図

書
館
蔵
本
の
巻
末
部
分
を
掲
出
し
た
。
年
記
の
次
行
の
「
沙
木
居
士
」
と
い
う
の
は
、
元
甫
そ
の
人
で
あ
る
。
『
倭
小
学
』
の
欧
文
に
「
辻

原
隠
士
沙
木
子
謹
誌
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
『
徒
然
草
』
明
暦
四
年
政
刊
本
の
版
元
が
、
こ
れ
も
小
嶋
弥
左
衛
門
と
江

戸
の
佐
野
七
左
衛
門
な
の
で
あ
る
。

市
古
夏
生
氏
は
、
二
都
版
の
早
い
例
の
最
初
に
、
こ
の
『
徒
然
草
』
明
暦
四
年
践
刊
本
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
注
で
「
『
徒
然
草
」



は
未
見
な
の
で
、
初
板
か
後
印
本
か
は
不
明
」
と
し
て
い
る
。
近
時
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
高
乗
勲
文
庫
本
の
刊
記
は
、

中
京
大
本
よ
り
文
字
の
輪
郭
が
鮮
明
だ
が
、
入
木
と
は
思
わ
れ
ず
、
初
版
（
初
印
）
と
判
断
し
て
良
い
。
ま
た
、
市
古
氏
の
二
都
版
リ
ス
ト

の
二
番
目
は
『
倭
小
学
』
で
、
こ
れ
は
江
戸
の
黒
河
四
良
兵
衛
尉
と
京
都
の
埜
田
弥
兵
衛
の
相
版
で
あ
る
。
市
古
氏
は
、
こ
の
二
例
に
つ
い

て
「
い
ず
れ
も
仮
名
草
子
作
者
辻
原
元
甫
の
関
与
し
た
も
の
、
何
か
作
者
と
関
連
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
今
、
こ
の
疑
問

に
答
え
る
材
料
を
筆
者
は
何
も
持
た
な
い
が
、
刊
記
に
入
木
の
跡
が
見
ら
れ
る
門
女
四
書
』
も
含
め
て
、
京
都
の
本
屋
と
江
戸
の
本
屋
の
相

版
の
極
め
て
早
い
例
が
、
元
甫
の
関
わ
っ
た
書
物
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
辻
原
元
甫
は
、
『
智
恵
鑑
』
出
版
時
に
お
い
て
、
版
元
小
嶋
弥
左
衛
門
と
の
聞
に
、
か
な
り
親
密
な
関
係
を

築
き
上
げ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
花
田
富
二
夫
氏
は
、
「
女
四
書
』
『
見
ぬ
世
の
友
』
『
倭
小
学
』

の
挿
絵
が
承
応
二
年
（
一

六
五
三
）
刊
和
刻
本
「
劉
向
列
女
伝
』
も
し
く
は
明
暦
元
年
政
刊
で
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巻末

北
村
季
吟
著
と
目
さ
れ
る
『
仮
名
列
女
伝
』

の
挿
絵
を
利
用
し
て
い

『徒然草J中京大本

る
こ
と
、
そ
し
て
『
智
恵
鑑
』
の
挿
絵
も
「
列
女
伝
」
お
よ
び
明
暦

四
年
刊
「
百
戦
奇
法
』
の
挿
絵
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
「
小
嶋
弥
左
衛
門
は
、
承
応
二
年
刊
訓
点

付
和
刻
本
『
劉
向
列
女
伝
』

の
版
元
で
も
あ
り
、

一
連
の
挿
絵
製
作

の
中
心
版
元
と
し
て
何
ら
か
の
要
因
を
持
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
」

図 3

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
『
百
戦
奇
法
』
の
刊
記
に
は
、
「
明
暦
四
戊

戊
年
仲
夏
吉
日
一

、‘，ノハU
唱
B
A’・1，，，‘‘

、

梓
行

洛
陽
室
町
鯉
山
町

小
嶋
市
郎
右
衛
門
」



と
あ
り
、
同
じ
室
町
鯉
山
町
で
あ
る
点
よ
り
し
て
、
こ
れ
又
、
小
嶋
弥
左
衛
門
関
係
書
躍
、
も
し
く
は
一
族
と
思
わ
れ
る
」
と
も
記
し
て

い
る
。
花
田
氏
の
指
摘
は
、
首
肯
し
得
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

(109) 

お
わ
り
に

挿
絵
製
作
に
版
元
周
辺
の
過
去
の
出
版
物
が
利
用
さ
れ
る
一
方
で
、
本
文
に
は
作
者
元
甫
の
意
向
が
細
部
に
ま
で
盛
り
込
ま
れ
る
、
そ
ん

な
万
治
期
の
仮
名
草
子
出
版
に
お
け
る
版
元
と
作
者
と
の
関
係
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し
て
出
版
さ
れ
た
『
智
恵
鑑
」
は
、
作

者
辻
原
元
甫
の
、
正
に
浮
身
の
著
作
で
あ
っ
た
。
渡
辺
氏
の
「
辻
原
元
甫
略
譜
」
に
よ
れ
ば
、
元
甫
と
彼
を
伊
勢
亀
山
藩
に
推
挙
し
た
人
見

元
徳
と
の
関
係
は
、
松
平
定
綱
に
仕
え
て
い
た
頃
に
遡
る
と
の
こ
と
だ
が
、
定
綱
没
後
も
、
人
見
家
と
は
、
童
日
揮
・
小
嶋
弥
左
衛
門
周
辺
を

結
節
点
と
し
て
、
親
交
が
続
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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近
時
、
八
木
淳
夫
氏
が
報
告
し
た
、
元
甫
の
伝
記
に
関
す
る
新
史
料
二
点
に
よ
れ
ば
、
元
甫
は
「
物
読
役
」
と
し
て
亀
山
藩
に
出
仕
し
た

と
の
こ
目
。
『
智
恵
鑑
』
を
初
め
と
す
る
著
述
の
存
在
が
、
こ
の
出
仕
に
繋
が
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
自
著
の
完
成
度

を
高
め
よ
う
と
い
う
執
念
、
そ
れ
は
新
た
な
る
仕
官
と
い
う
形
で
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

注（l
）
目
加
田
さ
く
を
氏
「
智
恵
鑑
の
典
拠
論
1
｜
智
嚢
と
の
関
聯
よ
り
み
た
る
｜
」
（
「
文
芸
と
思
想
」
九
、
昭
二
九
・
七
）
、
花
田
富
二
夫
氏
「
智

恵
鑑
と
そ
の
周
辺
」
（
『
仮
名
草
子
研
究
｜
説
話
と
そ
の
周
辺
｜
』
平
一
五
新
典
社
）
等
。

（2
）
天
理
図
書
館
司
書
研
究
部
編
、
昭
二
二
、
養
徳
社
。



（3
）
長
谷
川
強
氏
『
浮
世
草
子
の
研
究
』
（
昭
四
四
桜
楓
社
）
、
倉
員
正
江
氏
「
西
鶴
と
其
積
｜
浮
世
草
子
史
の
一
側
面
」
（
「
近
世
文
芸
研
究
と
評

論
」
二
二
、
昭
五
七
・
六
）
、
神
谷
勝
弘
氏
『
近
世
文
学
と
和
製
類
書
』
（
平
一
一
若
草
書
房
）
等
。

（4
）
架
蔵
乙
本
は
存
巻
六
1
十
で
、
後
述
の
小
嶋
修
訂
本
に
あ
た
る
が
、
刊
記
の
形
式
は
天
理
本
と
同
様
で
あ
る
。

（5
）
「
『
智
恵
鑑
』
修
訂
考
」
（
「
語
文
研
究
」
八
九
、
平
一
二
・
六
）

0

（6
）
架
蔵
甲
本
の
奥
付
は
ご
ら
ん
の
通
り
印
影
が
淡
く
、
製
本
時
あ
る
い
は
製
本
後
に
、
印
刷
も
し
く
は
押
捺
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

天
理
本
や
架
蔵
乙
本
の
刊
記
は
入
木
で
あ
る
。
匡
郭
外
に
陰
刻
で
入
木
の
小
嶋
刊
記
は
、
ほ
か
に
『
聖
賢
像
賛
」
（
寛
永
二
十
年
刊
）
の
例
が

あ
る
。
版
木
を
彫
刻
し
た
の
は
別
の
本
屋
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
得
ょ
う
が
、
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。

（7
）
近
世
文
学
書
誌
研
究
会
編
『
近
世
文
学
資
料
類
従
・
仮
名
草
子
編
』
九
（
昭
四
八
勉
誠
社
）
解
題
、
神
谷
勝
弘
・
川
元
ひ
と
み
・
若
木
太

一
校
訂
『
叢
書
江
戸
文
庫
・
西
沢
一
風
集
』
（
平
一
二
図
書
刊
行
会
）
解
題
。

（8
）
中
京
大
学
図
書
館
編
『
中
京
大
学
図
書
館
蔵
国
書
善
本
解
題
』
（
平
七
新
典
社
）
の
一
三
子
ー
四
頁
。

（9
）
勝
又
氏
の
本
文
異
同
表
に
は
、
若
干
の
追
加
、
訂
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
省
略
す
る
。

（
叩
）
『
智
嚢
』
『
智
嚢
補
』
の
諸
版
に
つ
い
て
は
、
劉
穎
氏
「
『
智
嚢
』
流
布
管
見
｜
書
誌
的
事
項
を
中
心
に
l
」
（
「
安
田
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
紀
要
」
九
、
平
一
六
・
一
二
）
に
詳
し
い
。
元
甫
が
使
用
し
た
版
が
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
今
回
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
が
所
蔵
す
る
『
智
嚢
』
（
明
代
刊
）
捷
智
部
霊
変
巻
十
三
に
「
宗
典
等
」
と
し
て
、
二
点
の
『
智
嚢
補
』

（
明
末
刊
、
見
返
し
題
を
「
増
定
智
嚢
補
」
と
す
る
も
の
は
後
印
）
捷
智
部
霊
変
巻
十
六
に
「
宗
典
等
三
条
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原
話
が
収

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
日
）
野
村
貴
次
氏
『
季
吟
本
へ
の
道
の
り
』
（
昭
五
八
新
典
社
）
二

O
二
頁
、
朝
倉
治
彦
氏
編
『
仮
名
草
子
集
成
』
八
（
昭
六
二
東
京
堂
出
版
）

解
題
参
照
。

（
ロ
）
野
村
貴
次
氏
『
北
村
季
吟
の
人
と
仕
事
』
（
昭
五
二
新
典
杜
）
二
四

0
1
二
頁
、
近
世
文
学
書
誌
研
究
会
編
『
近
世
文
学
資
料
類
従
・
古
俳

諾
編
』
一
八
（
昭
四
九
勉
誠
社
）
解
題
（
雲
英
末
雄
氏
執
筆
）
中
「
5
諸
本
と
の
比
較
検
討
」
参
照
。

（
日
）
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
編
『
俳
書
叢
刊
』
二
（
昭
六
三
復
刻
臨
川
書
店
）
一
一
一

0
1
一
一
員
。
句
読
点
を
私
に
補
っ
た
。

（M
）
『
近
世
大
名
文
芸
圏
研
究
』
（
平
九
八
木
書
店
）
。

（
日
）
花
田
富
二
夫
・
中
島
次
郎
・
柳
沢
編
『
仮
名
草
子
集
成
』
四

O
（
平
一
八
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東
京
堂
出
版
）
解
題
な
ら
び
に
口
絵
参
照
。
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（
凶
）
「
二
都
版
・
三
都
版
の
発
生
と
そ
の
意
味
」
（
『
近
世
初
期
文
学
と
出
版
文
化
』
平
一

O

若
草
書
房
）
。

（
口
）
「
挿
絵
の
伝
播
｜
仮
名
草
子
漢
画
風
挿
絵
者
「
」
（
『
仮
名
草
子
研
究
｜
説
話
と
そ
の
周
辺
｜
』
平
一
五

（
日
）
但
し
、
『
百
戦
奇
法
』
の
刊
記
の
「
梓
行
小
嶋
市
郎
右
衛
門
」
の
部
分
は
入
木
。

（
ゆ
）
注
（
凶
）
同
書
。

（
加
）
「
長
岡
元
甫
の
伝
記
に
関
す
る
新
知
見
」

新
典
社
）
。

（
「
近
世
初
期
文
芸
」
二

O
、
平
一
五
・
二
一
）
。

付
記本

稿
は
、
平
成
十
六
年
十
一
月
の
日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
御
教
示
賜
っ
た
方

々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
ご
所
蔵
本
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
文
庫
、
図
書
館
の
方
々
に
、
深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。

関
場
武
先
生
に
は
、
学
生
時
代
懇
切
丁
寧
な
る
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
就
職
し
た
後
も
度
々
励
ま
し
の
お
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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